
データ指向のソフトウェア
品質マネジメント 

通称 
デート本！ 



こんな本です 

 ケーススタディを題材にしてデータ分析手法が 
基本～応用へと段階的に学べます。 

 著者が実際の開発現場で実践した事例がベース 

 一般的な品質管理手法や統計手法をソフトウェア 
メトリクスで適用する際のノウハウを解説 

 ケーススタディのデータはWebからダウンロード 
出来るので、実際に手を動かしながら学ぶことが
できます。 

 ですが、内容はそこそこ難しいかも・・・ 



来期SQiP研究会で 
「メトリクス演習コース」を新設 

 この本をベースに1年間掛けて、演習とディス
カッションを通して、じっくり学ぶ「メトリクス
演習コース」を新設します。 

 SQiP研究会は、約１ヶ月に１回終日の例会を 
通して、ソフトウェア品質技術を学んだり、 
研究を行うものです。 

 このコースの詳細は12/10のSQiP研究会ミニシン
ポジウム（参加費無料）にて、私の講演の中で 
ご紹介します。 



来期SQiPセミナーで 
「メトリクスセミナー技法編」を新設 

 1年間通しての参加は難しいという方へ 

 来期メトリクス関連SQiPセミナーをリニューアル
します。以下の3部構成となる予定です。 

 基礎編(1日)：概論とデータ収集方法や解釈方法など 

 技法編(2日)：収集したデータの分析方法を演習で学ぶ 

 実践編(2日)：現場での適用をケーススタディで学ぶ 

 技法編が今回追加となる部分で、ここでデート本
に掲載されている技法が学べます。 

 講師は、野中先生、鷲崎先生、小室氏、真野氏、
小池が適材適所で担当します。 

 


